
＜APハウス ミッション・ステートメント＞
＜ミッション＞

　APハウスは、立
りつ
命
めい
館
かん
アジア太

たい
平
へい
洋
よう
大
だい
学
がく
（APU）の基

き
本
ほん
理
り
念
ねん
－「自

じ
由
ゆう
・平

へい
和
わ
・ヒューマニ

ティ」「国
こくさいそうごりかい
際相互理解」「アジア太

たい
平
へい
洋
よう
の未

み
来
らい
創
そう
造
ぞう
」－に則

のっと
り、包

ほう
摂
せつ
的
てき
で、安

あん
全
ぜん
で、十

じゅう
分
ぶん
に維

い

持
じ
された寮

りょう
生
せい
活
かつ
環
かん
境
きょう
のもと、グローバル・ラーニングを推

すい
進
しん
するAPUにおける人

じん
材
ざい
育
いく
成
せい
の取

と

り組
く
みの一

いっ
環
かん
として、学

がく
生
せい
の主

しゅ
体
たい
的
てき
な学

まな
びと人

にん
間
げん
的
てき
成
せい
長
ちょう
に資

し
するプログラムおよび機

き
会
かい
を提

てい

供
きょう
します。

＜ビジョン＞

　APハウスでの多
たぶんかきょうせい
文化共生を基

き
本
ほん
とする日

ひ
々
び
の生

せい
活
かつ
の中

なか
で、学

がく
生
せい
たちは、文

ぶん
化
か
や価

か
値
ち
観
かん
の違

ちが

いを越
こ
えて相

そ う ご り か い
互理解を深

ふか
め、直

ちょくめん
面する問

もん
題
だい
を平
へい
和
わ
的
てき
かつ創

そう
造
ぞう
的
てき
に解
かい
決
けつ
します。このような経

けい
験
けん

を通
とお
して、学

がく
生
せい
たちは、「世

せ
界
かい
市
し
民
みん
」として国

こく
際
さい
社
しゃ
会
かい
で活
かつ
躍
やく
する人

じん
材
ざい
が備
そな
えるべき、世

せ
界
かい
を変

か

えていく力
ちから
を身

み
につけていきます。

＜バリュー＞

　APハウスは、学
がく
生
せい
たちが共

きょうどうせいかつ
同生活を通

つう
じて、以

い
下
か
に掲

かか
げるコンピテンシーを獲

かく
得
とく
できるよ

う学
がく
生
せい
の学
まな
びと成

せい
長
ちょう
の視

し
点
てん
に立

た
ってコミットします。

⃝　�自
じ
己
こ
管
かん
理
り
／主

しゅ
体
たい
性
せい
：　学

がくぎょうちゅうしん
業中心の規

き
律
りつ
ある生

せいかつしゅうかん
活習慣の確

かく
立
りつ
を促
うなが
し、自

みずか
ら目

もく
標
ひょう
を設

せっ
定
てい
し、

その達
たっ
成
せい
に向

む
けて主

しゅ
体
たい
的
てき
に学

まな
ぶことができるよう学

がく
生
せい
を支

し
援
えん
します。

⃝　�コミュニケーション：　学
がく
生
せい
たちがより多

おお
くの人

ひと
たちと意

い
思
し
疎
そ
通
つう
ができ、良

りょう
好
こう
な人
にん
間
げん
関
かん
係
けい

を構
こう
築
ちく
できるよう、プログラムおよび機

き
会
かい
の提
てい
供
きょう
に取
とり
組
く
みます。

⃝　�言
げんごうんようりょく
語運用力：　APUの２言

げんごきょういくかんきょう
語教育環境への適

てき
応
おう
のために、日

にちえいりょうげんご
英両言語の基

き
礎
そ
的
てき
かつ

日
にちじょうてき
常的な運

うん
用
よう
能
のう
力
りょく
の獲
かく
得
とく
に取

とり
組
く
みます。

⃝　�共
きょう
感
かん
／多

たようせいりかい
様性理解：　他

た
者
しゃ
を尊

そん
重
ちょう
し、文

ぶん
化
か
や価

か
値
ち
観
かん
の違

ちが
いに対

たい
する寛

かん
容
よう
性
せい
をもち、主

しゅ
体
たい

的
てき
に信
しん
頼
らい
関
かん
係
けい
を構
こう
築
ちく
できる学

がく
生
せい
の育
いく
成
せい
に取
とり
組
く
みます。

⃝　�柔
じゅう
軟
なん
性
せい
／チームワーク：　柔

じゅう
軟
なん
に他

た
者
しゃ
の様
さま
々
ざま
な意

い
見
けん
を取

と
り入

い
れ、解

かい
決
けつ
策
さく
を導
みちび
き出

だ
すこと

ができる学
がく
生
せい
の育
いく
成
せい
に取
とり
組
く
みます。

⃝　�市
し
民
みん
性
せい
：　市

しみんせいかつじょう
民生活上のマナーやルールを理

り
解
かい
し、社

しゃ
会
かい
やコミュニティの一

いち
員
いん
として責

せき
任
にん

をもって行
こう
動
どう
できる学

がく
生
せい
の育

いく
成
せい
に取
とり
組
く
みます。

⃝　�ウェルネス：　心
しん
身
しん
ともに健

けん
康
こう
的
てき
な生
せい
活
かつ
を送
おく
ることができるよう、学

がく
習
しゅう
プログラムおよび

機
き
会
かい
を提
てい
供
きょう
します。
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